
山梨県社会資本整備重点計画（第四次）成果

計画概要

活力・快適

「いかす」
やまなし

防災・減災

「まもる」
やまなし

長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

基本理念

国道411号（勝沼拡幅）

（都）田富町敷島線 北杜市明野町 天王原地区

甲府市塚原町 不動沢川

国道413号（一）山梨笛吹線 四ノ橋

（一）下部飯富線 飯富橋 玉川団地

主な取組

県内幹線道路ネットワークの整備

除却後

除却前

県内外を結ぶ道路ネットワークの強化により、
交流・観光・産業を支える基盤整備が進展

ハード・ソフト両面の対策により、災害リスクの低減
と避難・救援体制の強化が進展

点検・補修・予防保全により、
県民生活を支えるインフラを安全に長く活用

活力があり快適で、安全安心なやまなしを未来へつなぐ

令和８年９月

重点目標 施策 指標

いかす ７ 12 ９

まもる ４ 14 11

つなぐ ２ ６ ５

効果的 ー ３ ２

７指標で目標達成

８指標で目標達成

全ての指標で目標達成

全ての指標で目標達成

令和２年度～令和７年度（６年間）

このうち･･･

■ 県内拠点間のアクセス性向上

■ 利便性・快適性の向上

新山梨環状道路（東部区間Ⅰ期）

計画期間

■ 山梨県の社会経済活動の持続的な発展
■ 県民生活のさらなる豊かさの実現に貢献する社会資本を整備

重点目標と施策 ■ 27指標のうち、22指標で目標達成

計画の想定事業量

概ね 4 , 6 0 0 億円

実績事業量

５，９０５ 億円

■ 安定的な社会資本整備の推進

■ 「地域のソフトインフラ」である建設産業における担い手の確保・育成、
将来を見据えた投資意欲の喚起に寄与

目標を上回る 5,905億円を確保
県民の安全・安心と地域の活力を支える県土づくりを着実に推進！！

リニア開業を見据えた広域連携 激甚化する災害への備え 持続可能な社会の構築

整備前

整備後

観光周遊ネットワークの整備

■ 主要観光地間のアクセス性向上

■ 観光客の移動負担の軽減

都市計画道路の整備

■ 市街地交通の円滑化

■ 歩行者・自転車の安全性向上

農地・農業用施設の整備

■ 生産性の向上

■ 高品質な農産物生産への寄与

水害対策
（河川改修・情報提供充実）

土砂災害・山地災害対策
（堰堤整備・情報提供充実）

鎌田川

■ 地域の治水安全度の向上

■ 住民の避難行動支援

■ 土砂災害リスクの低減

■ 住民の迅速な避難判断への支援

インフラ耐震対策

■ 重大損傷リスクの低減

■ 生活基盤の早期回復への寄与

避難や救援に備えた道路整備

■ 広域応援・救援ルートの確保

■ 孤立リスク低減への寄与

道路施設の長寿命化 県営住宅の長寿命化

治山施設の長寿命化 空き家対策

■ 施設機能低下リスクの低減

■ 山地災害防止機能の維持

■ 道路利用者の安全性確保

■ 損傷・通行不能リスクの低減

■ 居住者の安全性・居住性向上

■ 安全で快適な住環境の確保

■ 倒壊・部材飛散等のリスク低減

■ 地域の景観・衛生環境の保全
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